
【2022 年度/総合基礎科目領域/外国語科目群】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

基礎韓国語  選択必修 1 1.2 前期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

成 昌燮 D304 syosyo_sei 月曜日 15:00～17:00 

授業の目的・概要 

日本から一番近い隣国である韓国の文字を覚えるとともに、この言語の構造を理解する。韓国語の基本

に重点を置き、基礎文法をマスターできるようにする。韓国語の発音ルールを覚え、簡単な日常挨拶文

が読める、書けるようにするのを目的とする。 

スキャンした教科書内容を Power Point で確認しながら行う。授業中随時指名して発音を確認する。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

□講義 □演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
□ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 

韓国語の基本母音・子音・合成母音・パッチムを正確に発音し書けるように練習する。文法的に日本語

に似ているが、難しい発音があるので、聞き取り・書き取りにポイントをおいて練習する。 

必要な内容は DVD を鑑賞しながら確認し、理解を深めて欲しい。 

教 科 書 書ける！ 話せる！ たのしい韓国語ドリル /著：鶴見ユミ /高橋書店/2021 

参 考 書 特になし 

外 部 教 材 特になし 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 言語の構造を理解し、文字を覚える。基本文法を説明できる。 HSU(2) 

② 日常会話文を読むことができる。 HSU(2) 

③ 簡単な会話文を書くことができる。 HSU(2) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
第 1 章 韓国語の基本 

韓国語の特徴、ハングルの仕組み、基本母音、合成母音を学ぶ。 
講義 

スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

2 

第 1 章 韓国語の基本 

子音(鼻音나,마,아・流音라)、子音(平音가,다,바,사,자)を 

学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

3 

第 1 章 韓国語の基本 

子音(激音카,타,파,차,하)、子音(濃音까,따,빠,짜,싸)を 

学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

4 

第 1 章 韓国語の基本 

パッチム(받침)、二重パッチム、家族の読み方、韓国語の四大

用言を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

5 
第 2 章 会話の基本 

韓国語の「私」「私/僕/俺」「お前」、助詞(는/ 은)を学ぶ。 
講義 

スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

6 

第 2 章 会話の基本 

買い物で使う言葉とお金に使う漢数字を学ぶ。 

注文するときに使う言葉と固有数字を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

7 

第 3 章 挨拶と約束の言葉 

합니다体と해요体、出会いの挨拶、別れの挨拶、親しみを込め

た「～です」「～ですか？」語尾の使い方を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

8 

第 3 章 挨拶と約束の言葉 

年月日を尋ねる疑問詞、時間を尋ねる疑問詞、場所を尋ねる 

疑問詞と指示代名詞を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

9 

第 3 章 挨拶と約束の言葉 

曜日を尋ねる疑問詞と曜日の言い方、人を尋ねる疑問詞と指示

代名詞、事物を指す代名詞を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

10 

第 4 章 韓国語の活用形 

「～したい」という希望を表す第Ⅰ活用形、「～れば」「～たら」

などの仮定を表す第Ⅱ活用形、一般会話で使われる해요体と 

第Ⅲ活用形を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

11 

第 4 章 韓国語の活用形 

形容詞を使って、会話で使われる親しみをこめた語尾해요体、

お店などで商品があると尋ねるときに使う存在詞を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

12 

第 5 章 否定形と尊敬語 

会話でよく使われる短い否定形「안」、ある/いる「있다」の 

反意語ない/いない「없다」を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 



【2022 年度/総合基礎科目領域/外国語科目群】 

13 

第 5 章 否定形と尊敬語 

이에요の否定形아니에요(ではありません)、目上の人には必ず

使う敬語、用言の特別な尊敬語、謙譲語、助詞の特別な尊敬語

を学ぶ。 

講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

14 第 6 章 過去形と可能形・不可能形を学ぶ。 講義 
スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 
0.5 

15 

第 7 章 特殊な活用形会話文を学ぶ。 

第 8 章 現在・過去・未来の連体形を学ぶ。 

発音の変化(連音化、濁音化、ㅎの弱化・無音化・激音化、濃

音化、流音化、鼻音化)を学ぶ 

講義 

スキャンした教科書の内容などを 

PowerPoint の説明で確認する。 

定期試験範囲の資料を配布、説明す

る。 

9 

試 定期試験    

 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

80 0 0 0 20 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 80 0 0 0 0 80 

思考・推論・創造する力 0 0 0 0 0 0 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 10 10 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 10 10 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 

定期試験の結果を 80 点に評価する。 
定期試験の練習問題を配布・

説明する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④  

⑤  

⑥  

その他 

①  

授業中に学生を指名して発音を確認する。 

積極的な発言と出席が求められる。 
授業中に発音を訂正する。 

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし 

教員の実務経験 大学入試センター教科科目第一委員会委員を努めた経験がある。 

実践的授業の内容 必要な語彙や文法を学び、日常挨拶文を学習する。 

そ の 他 

語学分野であり、達成度の確認のため人数を 20 名まで制限する。 

感染防止対策(マスク着用、手指消毒など)を徹底した上で授業を実施する。 

今後の新型コロナウイルス感染症の状況によって再度シラバスの変更が行われることもある。 

 


